
末
松
氏
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
研
究
で
、

 

日
本
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
い
わ
れ
る

「
日
本
国
際
賞（Japan Prize)

」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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創
立
百
十
周
年
記
念
号

創
立
百
十
周
年
記
念
号

創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
の
ご
案
内

■
日
時
　
平
成
二
十
七
年
十
一
月
七
日（
土
）〜
八
日（
日
）

■
会
場
　
中
津
高
校
、中
津
川
文
化
会
館
、中
津
川
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
、ほ
か

●
創
立
百
十
周
年
記
念
式
典・旭
陵
留
学
生

日
時
　
十
一
月
七
日（
土
）午
前
九
時
半
よ
り

会
場
　
中
津
高
校
体
育
館

日
時　
十
一
月
七
日（
土
）〜
八
日（
日
）　

会
場　
中
津
川
市
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
５
Ｆ　

日
時　

十
一
月
七
日（
土
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
二
時

　

集
合
午
後
一
時
半 

正
面
玄
関
前

日
時　
十
一
月
七
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
六
時
半
開
会

会
場　
パ
ー
テ
ィ
ホ
ー
ル

　
　
　
パ
ル
テ
ィ
ー
ル（
手
賀
野
）

日
時　

十
一
月
八
日（
日
）　
午
前
八
時
〜
午
後
四
時
半

会
場　

ユ
ー
グ
リ
ー
ン
中
津
川
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

●
校
訓
の
制
定

●
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　
　
中
津
高
施
設
見
学
会

●
太
陽
光
発
電
所
完
成
　
稼
働
中
　

●
創
立
百
十
周
年

  

記
念
誌
発
刊

末
松
安
晴
氏
東
京
工
業
大
学
栄
誉
教
授・元
学
長（
本
校
２
回
生
）

  

２
０
１
４
年
日
本
国
際
賞
受
賞

●
同
窓
生
・
現
旧
職
員
芸
術
展
開
催

●
同
窓
生
の
交
流

　
百
十
周
年
記
念
　

合
同
同
窓
会

日　

時　

十
一
月
七
日（
土
）　午
後
三
時
開
演（
午
後
二
時
半
開
場
）

会　

場　

中
津
川
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

入
場
料　

前
売
り
八
〇
〇
円　

当
日
一
〇
〇
〇
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

●
同
窓
生・在
校
生
に
よ
る

　
交
響
詩「
中
津
川
」再
演
奏
会

兼
松
　
　
治
（
2
回
生
）

小
境
　
卓
男
（
2
回
生
）

　
創
立
百
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
表
記
の
よ
う
に
一
部
を
記
念
式

典
、
二
部
に
「
旭
陵
留
学
生
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
一
部
で
は
、
ご
来
賓

の
挨
拶
を
は
じ
め
、
感
謝
状
贈
呈
等

を
挙
行
し
、
二
部
で
は
、
留
学
で
の

貴
重
な
経
験
や
、
現
在
の
高
校
生
に

伝
え
た
い
こ
と
な
ど
。
ま
た
、
地
域

社
会
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
討
論

し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

　
尚
、
記
念
式
典
の
総
合
司
会
に
は
、

某
テ
レ
ビ
局
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
、

只
今
交
渉
中
で
す
が
、
実
現
の
折
に

は
、
厳
粛
な
中
に
も
和
や
か
な
式
典

に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
、
日
本
福
祉
大
学
国
際
福

祉
開
発
学
部
、
中
西
哲
彦
准
教
授
を

お
招
き
す
る
予
定
で
す
。

　
旭
陵
留
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
国

で
も
稀
有
な
同
窓
会
に
よ
る
「
海
外

留
学
奨
学
金
制
度
」
で
、
創
立
百
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
平
成
十

七
年
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

二
十
六
年
夏
の
出
発
予
定
者
ま
で
含

め
る
と
総
勢
三
十
八
名
の
陣
容
と
な

り
ま
し
た
。
開

始
時
は
、
地
球

規
模
か
ら
す
れ

ば
、
点
の
状
態

で
あ
っ
た
旭
陵

留
学
生
が
、
点

か
ら
線
へ
、
さ

ら
に
面
と
な
り

世
界
を
カ
バ
ー

す
る
状
況
と
な

っ
て
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

　
中
津
川
市
茄
子
川
の
市
所
有
地
を

借
用
し
て
建
設
さ
れ
た
旭
陵
太
陽
光

発
電
所
は
平
成
二
十
五
年
六
月
十
日

よ
り
稼
働
し
、
順
調
に
発
電
を
続
け

て
い
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
九
月
二

十
四
日
現
在
、
稼
働
日
は
４
７
１
日

を
数
え
、
８
５
，
５
７
７
ｋ
ｗ
ｈ
の

　
作
品
募
集

絵
画
・
書
・
工
芸
・
立
体
・
そ
の
他

・
搬
入
　十
一
月
六
日
午
後
三
時
よ
り

・
搬
出
　十
一
月
八
日
午
後
四
時
よ
り

　
皆
様
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
〒
5
0
8
│

0
1
0
1

       

　
岐
阜
県
中
津
川
市
苗
木
四
一
六
八
の
一

　
　
　
　
　
田
口
　
昌
宏
　（
31
回
生
）

　
　
　
　
　
電
話
　0573-62-0645

　
中
津
高
等
学
校
百
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
日
本
を
代
表
す
る
作
曲
家
、
池

　
創
立
百
十
周
年
記
念
の
年
は
、
例

年
、
九
月
二
十
三
日
（
祝
）
に
開
催
し

て
い
た
旭
陵
ゴ
ル
フ
会
を
十
一
月
八

日（
日
）に
変
更
し
て
行
い
ま
す
。

　
参
加
要
領
は
、
中
津
高
同
窓
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
ま
す
の
で
、

同
級
生
や
親
子
で
声
を
掛
け
合
っ
て

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
記
念
の
年
で
す
の
で
豪
華
賞
品
を

期
待
し
て
頂
き
、
又
、
親
睦
を
深
め

て
下
さ
い
。 

　
同
級
生
や
恩
師
の
先
生
方
と
、
久
々

に
再
会
で
き
る
機
会
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
中
津
高
出
身
者
の
同
級

生
や
ご
友
人
を
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
奮

っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

　
創
立
百
十
周
年
を
記
念
し
、
中
津

高
校
の
校
訓
を
同
窓
生
か
ら
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
記
念
式
典
に
配
布
で
き
る
よ
う
に

準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。
百
周
年
の

翌
年
の
平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二

十
七
年
度
ま
で
の
十
年
間
の
振
り
返

り
や
新
校
舎
の
写
真
な
ど
を
中
心
に

編
集
し
ま
す
。 

　
同
窓
生
や
地
域
の
方
々
に
、
中
津
高

校
内
の
施
設
を
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

　
青
春
の
三
年
間
を
過
ご
し
、
私
た

ち
を
育
ん
で
く
れ
た
、
我
が
母
校
中

津
高
等
学
校
が
い
よ
い
よ
今
年
、
創

立
百
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
中
津
高

等
学
校
は
、
明
治
三
十
九
年
（
１
９

０
６
）に
創
立
さ
れ
、以
来
百
十
年
間
、

朝
日
直
射
す
こ
の
旭
陵
の
地
に
お
い

て
約
二
万
九
千
人
以
上
の
卒
業
生
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の

卒
業
生
の
活
躍
は
各
界
に
お
い
て
も

め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
創

立
百
十
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
る

事
業
が
、
私
た
ち
同
窓
生
が
母
校
の

す
ば
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
、
ま
た

同
窓
生
が
一
つ
に
な
っ
て
、
前
に
進

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
記
念
事
業

に
な
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
十
九
年
に
は
恵
那
北
高
校
と

統
合
し
、
現
在
は
単
位
制
普
通
科
高

校
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
新
校
舎

も
完
成
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
、
新

生
中
津
高
校
の
姿
を
見
て
い
た
だ
く

機
会
と
も
な
る
よ
う
に
、
多
く
同
窓

生
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
い
た
り
、
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
り
で
き
る
企
画

も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
百
十
周
年

記
念
事
業
に
多
く
の
同
窓
生
の
方
々

の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

新
生
中
津
高
校
の
姿
を
ご
覧
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

辺
晋
一
郎
氏
に
委
嘱
さ
れ
た
交
響
詩

「
中
津
川
」。
残
念
な
が
ら
初
演
以
来
演

奏
さ
れ
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
百
十
周
年
に
あ
た
り
、

池
辺
氏
ご
本
人
に
よ
る
吹
奏
楽
編
曲
版

を
、
中
津
高
校
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
と
現
役

部
員
に
よ
る
一
一
〇
人
バ
ン
ド
を
結
成

し
、
記
念
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
演
奏
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
吹
奏
楽
部
に
限
ら
ず
、
中

津
高
校
同
窓
生
関
係
者
か
ら
広
く
募
集

し
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
機
会
に
是
非
と

も
壮
大
な
交
響
詩
「
中
津
川
」
を
一
緒

に
演
奏
し
ま
し
ょ
う
。

発
電
を
し
ま
し
た
。
稼
働
日
か
ら
一

年
間
で
６
２
，
７
３
８
ｋ
ｗ
ｈ
を
発

電
し
、
約
２
６
０
万
円
ほ
ど
の
売
電

収
益
を
上
げ
、
予
想
以
上
の
成
果
を

残
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
２
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
下
さ
い
。 

に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

1
9
5
1
年
　
岐
阜
県
立
中
津
高
校
卒
業
。

1
9
5
5
年
　
東
京
工
業
大
学
理
工
学
部
卒
業
。

1
9
6
0
年
　
東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
博
士
課
程
修
了

1
9
7
3
年
　
東
京
工
業
大
学
工
学
部
教
授
に
就
任

1
9
8
6
年
　
東
京
工
業
大
学
工
学
部
長
に
就
任

1
9
8
9
年
　
東
京
工
業
大
学
学
長
に
就
任
。

1
9
9
3
年
　
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
　

1
9
9
4
年
　
日
本
学
術
振
興
会
監
事
と
な
る

1
9
9
6
年
　
紫
綬
褒
章
受
章

2
0
0
3
年
　
文
化
功
労
者

2
0
0
5
年
　
中
津
川
市
名
誉
市
民

2
0
0
6
年
　
瑞
宝
重
光
章
受
章

2
0
1
1
年
　
東
京
工
業
大
学
栄
誉
教
授
に
就
任

2
0
1
4
年
　
日
本
国
際
賞
受
賞

略　歴（抜粋）

写真は100周年記念　合同同窓会のスナップ

写真は100周年記念　芸術展風景

中津川文化会館　吹奏部とOBの合同演奏

写真・山田節子（27回生）

〈
詳
し
く
は
↓
旭
陵
中
津
高
校
H
P
を
ご
覧
下
さ
い 

〉

〈
詳
し
く
は
↓
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い 

〉

　
も
う
七
十
年
も
前
に
な
る
が
、
昭

和
二
十
年
、
恵
那
中
学
へ
入
学
し
た

年
の
夏
頃
、
末
松
氏
が
美
乃
坂
本
の

我
が
家
へ
来
て
く
れ
た
。
何
で
学
校

の
帰
り
に
来
ら
れ
た
の
か
思
い
出
せ

な
い
が
、
お
袋
の
話
で
は
、
坂
下
の
米

屋
さ
ん
で
あ
っ
た
末
松
家
と
、
我
が

家
も
精
米
業
で
あ
っ
た
の
で
組
合
で

知
り
合
い
だ
っ
た
？
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
関
係
で
来
ら
れ
た
と

思
う
が
、
思
い
違
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
の
時
に
、
千
旦
林
の
八
幡
神
社

の
入
口
の
我
が
家
の
横
で
、
何
か
の

箱
に
座
っ
て
写
真
を
撮
っ
て
貰
い
、

ア
ル
バ
ム
に
永
く
貼
っ
て
い
た
が
、

今
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
の
が
残

念
だ
。
当
時
は
珍
し
い
、
蛇
腹
の
カ

メ
ラ
だ
っ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
覚
え

て
い
る
。

　
ラ
ジ
オ
な
ど
も
自
分
で
組
み
立
て

て
聴
い
て
い
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
小
さ
い
頃
か
ら
工
学
系
に

興
味
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
後
の
研
究

の
原
動
力
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　
恵
那
中
の
一
年
生
の
頃
は
サ
ッ
カ

ー
部
に
入
り
、
末
松
氏
と
円
陣
で
蹴

り
あ
っ
た
こ
と
も
思
い
出
し
た
。
中

津
高
校
に
来
て
か
ら
も
、
サ
ッ
カ
ー

部
で
活
躍
し
て
い
た
。

　
二
十
年
ほ
ど
前
に
な
る
が
、
恵
中

二
十
年
入
学
者
で
、
名
古
屋
地
区
在

住
の
者
で
年
に
三
回
の
集
ま
り
を
、

同
じ
中
津
高
同
窓
生
の
中
電
の
田
口

修
氏
と
丸
栄
の
西
戸
登
氏
の
協
力
で

十
年
ほ
ど
続
け
た
が
、
東
京
か
ら
末

松
氏
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
光
フ

ァ
イ
バ
ー
の
研
究
の
こ
と
な
ど
聞
か

せ
て
頂
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
昨
年
は
日
本
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
い

わ
れ
る「
日
本
国
際
賞
」と
い
う
賞
を

を
受
け
、
大
変
名
誉
な
こ
と
だ
し
、
同

級
生
と
し
て
も
喜
ば
し
い
。

　
今
で
は
、
世
界
中
で
光
通
信
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
し
、
そ
の
基
礎

を
築
い
た
末
松
氏
の
功
績
は
、
謂
う

ま
で
も
な
く
大
な
る
も
の
が
あ
る
と

思
う
。東
工
大
で
光
通
信
の
道
を
歩
み
、

一
貫
し
て
追
究
し
て
こ
ら
れ
た
成
果

だ
と
思
う
。

　
そ
の
受
賞
祝
賀
会
に
際
し
て
、
市

で
は
桃
山
の
子
ど
も
科
学
館
に
「
顕

彰
展
示
室
」が
設
け
ら
れ
、
世
界
で
始

め
て
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
の
公
開

実
験
を
行
っ
た
と
き
の
装
置
の
レ
プ

リ
カ
や
実
験
台
、
通
信
用
レ
ー
ザ
ー

装
置
な
ど
の
ほ
か
、
末
松
氏
の
経
歴
、

著
書
な
ど
約
九
十
点
が
展
示
し
て
あ

り
、
研
究
の
足
跡
が
う
か
が
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

が
科
学
に
興
味
を
も
た
れ
る
場
所
と

な
る
こ
と
と
思
う
。

末
松
安
晴
氏
の
思
い
出

高
校
時
代
の
同
級
生
が
、

末
松
安
晴
氏
の
思
い
出
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

●
旭
陵
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

開
館
時
間

七
日（
土
）・午
前
十
時
〜
午
後
六
時

八
日（
日
）・午
前
十
時
〜
午
後
四
時

　
同
窓
会
で
は
、
祝
電
を
末
松
先
生

に
打
た
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

先
生
よ
り
ご
丁
寧
な
お
礼
の
手
紙
を

頂
き
ま
し
た
。

尚
、
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先
は
、
現
吹
奏
楽

部
顧
問
高
橋
で
す
。
電
話
　0573

-66
-1361 
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同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。

私
も
同
窓
会
長
を
拝
命
し
て
、
早
や

十
年
に
な
り
ま
す
。

　
県
立
中
津
高
等
学
校
の
前
身
、
町

立
中
津
高
等
女
学
校
が
一
九
〇
六
年

（
明
治
三
十
九
年
）
四
月
に
誕
生
し
て

か
ら
、
一
一
〇
年
の
時
が
流
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
中
津
川
は
中
山
道
の
主

要
な
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
間
家
、
菅

井
家
を
始
め
と
す
る
多
く
の
豪
商
を

生
み
、
彼
ら
の
活
躍
に
よ
り
養
蚕
、
製

糸
、
白
木
物（
木
曽
の
木
製
品
）、
海
か

ら
の
塩
を
始
め
と
す
る
海
産
物
等
の

食
料
品
を
取
り
扱
う
商
業
、
質
屋
等

の
金
融
業
の
産
業
が
発
展
し
て
い
ま

し
た
。
中
山
道
を
通
る
多
く
の
大
名

行
列
や
商
人
等
の
人
々
に
よ
り
江
戸
、

大
阪
を
始
め
と
す
る
日
本
中
の
情
報

や
、
世
界
中
の
情
報
が
い
ち
早
く
入

手
で
き
た
の
で
し
よ
う
。
彼
ら
は
、

産
業
を
発
展
さ
せ
る
為
に
は
新
し
い

産
業
の
導
入
と
教
育
の
必
要
性
を
痛

感
し
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
彼
等
は
、

か
の
有
名
な
渋
沢
栄
一
氏
に
要
請
し

て
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
十
五
年
）
に

待
望
の
中
央
線
が
開
通
し
た
機
会
に

中
央
製
紙
を
創
業
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
篤
志
家
の
間
杢
右
門
翁

は
日
露
戦
争
の
折
り
に
自
分
の
息
子

が
一
人
も
従
軍
で
き
ず
忸
怩
た
る
思

い
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で

戦
争
の
平
和
回
復
記
念
と
し
て
、
高

等
女
学
校
の
設
立
を
決
断
さ
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
愛
国
精
神
と
郷
土
を
発
展
さ

せ
る
思
い
が
間
翁
の
ス
ピ
リ
ッ
ト（
精

神
）で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
当
時

の
お
金
で
二
二
、
六
〇
五
円（
現
在
の

価
格
で
約
一
億
二
千
万
円
）の
土
地
と

校
舎
、
そ
し
て
二
十
年
間
毎
年
三
、〇

〇
〇
円（
現
在
の
価
格
は
一
五
〇
〇
万

円
）を
寄
付
す
る
と
申
し
出
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
町
の
方
々
も
一
六
〇
〇

円
（
約
八
〇
〇
万
円
）
を
寄
付
さ
れ
て

学
校
が
完
成
し
ま
し
た
。
当
時
の
女

学
校
は
定
員
二
〇
〇
名
で
校
訓
は
二

代
目
の
佐
々
木
喜
一
郎
校
長
が「
温
良
、

貞
淑
、
質
素
、
勤
勉
」
と
定
め
ら
れ
、

教
育
方
針
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
大

正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
四
月
か
ら
岐

阜
県
立
中
津
高
等
女
学
校
が
発
足
し
、

定
員
が
五
〇
〇
名
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
女
学
校
は
四
年
制
で
し
た
。

　
創
立
十
周
年
に
は
堅
型
ピ
ア
ノ
が
、

創
立
二
十
周
年
に
は
間
翁
の
銅
像
が
、

創
立
三
十
周
年
に
は
校
旗
一
流
と
同

窓
会
館
が
記
念
事
業
と
し
て
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
日
本
は
日

中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
へ
と
突
入

し
、
戦
時
体
制
下
の
厳
し
い
学
生
生

活
と
な
り
ま
し
た
。
間
翁
の
銅
像
も

金
属
類
供
出
運
動
で
提
供
さ
れ
ま
し

た
。

　
戦
後
「
六
・
三
・
三
・
四
制
」
の
教

育
制
度
に
な
り
、
中
津「
女
子
高
等
学

校
」は
G
H
Q
の
要
請
に
よ
り
昭
和
二

十
四
年
四
月
よ
り
、普
通
、商
業
、工
業
、

農
業
の
四
つ
の
学
科
を
持
っ
た
男
女

共
学
の
県
立
中
津
高
等
学
校
と
な
り
、

生
徒
数
一
三
〇
〇
名
、
教
員
一
〇
〇

名
余
の
マ
ン
モ
ス
総
合
高
校
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
の
校
歌
の
作
詞
は
当

時
跡
見
学
園
の
教
授
伊
藤
嘉
夫
氏
に
、

作
曲
は
当
時
の
手
島
校
長
の
同
僚
の

岐
阜
師
範
学
校
の
河
野
信
一
氏
に
依

頼
し
て
校
歌
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

歌
詞
に
あ
る
「
高
鳴
る
や
黎
明
の
鐘
」

は
戦
前
の
軍
国
主
義
か
ら
解
放
さ
れ

た
新
し
い
民
主
主
義
の
幕
あ
け
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
り
、「
自
由
と
個
人

の
尊
厳
」は
全
体
主
義
を
否
定
し
、
各

人
の
自
由
と
個
人
の
生
き
方
を
尊
重

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

　「
思
索
と
自
己
の
完
成
」「
未
見
の
我

を
見
出
で
」「
光
明
と
希
望
に
燃
え
て
」

「
新
た
世
の
柱
と
な
り
」
こ
れ
ら
の
歌

詞
は
新
生
中
津
高
校
生
の
生
き
方
と

目
的
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
立
派
な
校
歌
は

我
々
同
窓
生
を
奮
い
立
た
せ
る
も
の

で
あ
り
、
新
し
い
校
訓
も
こ
れ
に
準

じ
る
も
の
が
良
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
間
翁
の
郷
土
の
繁
栄
と
教
育
の
目

的
は
こ
の
歌
詞
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る

中
津
高
等
学
校
同
窓
会
会
長
　

　
　
　
三
尾
　
義
彦(

１２
回
生
）

作
詞
者
伊
藤
嘉
夫
先
生

時
代
を
超
え
て
生
き
続
け
る「
間
翁
」ス
ピ
リ
ッ
ト

中
津
高
等
学
校
長
　

　
　
　
田
中
　
栄
吉

中
津
高
校
の
校
訓

　
　
募
集
に
つ
い
て

中
津
高
校
の
校
訓

　
　
募
集
に
つ
い
て

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
創
立
六

十
周
年
に
は
間
翁
の
銅
像
が
復
元
さ

れ
、
当
時
の
記
念
講
演
に
お
い
て
翁

の
四
男
、
名
誉
市
民
の
間
四
郎
氏
が

講
演
さ
れ
た
が
、
氏
の
尽
力
に
よ
っ

て
戦
時
中
、
名
古
屋
か
ら
疎
開
し
て

い
た
現
在
の
三
菱
電
機
が
中
津
川
に

残
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
三
菱
電

機
を
中
心
と
し
、
様
々
な
企
業
が
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
型
に
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
企
業
が
時
代
に
対
応
し
て
、

さ
ら
に
発
展
し
現
在
の
田
園
工
業
都

市
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
共
は
、
間

家
親
子
の
中
津
川
に
対
す
る
貢
献
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
七
十
周
年
に
は
研
修
会
館
が
設
立

さ
れ
、
八
十
周
年
に
は
本
校
の
隣
の

土
地
六
三
三
㎡
の
購
入
と
庭
園
の
整

備
が
、
九
十
周
年
に
は
学
界
、
実
業
界

の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
二
十
二

名
の
先
輩
方
の
公
開
記
念
講
座
が
行

わ
れ
、「
草
創
の
こ
ろ
」
の
女
学
生
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

百
周
年
に
は
、
旭
陵
留
学
金
制
度
と

し
て
三
〇
〇
〇
万
円
の
基
金
が
集
め

ら
れ
、
五
年
間
三
十
名
の
生
徒
が
英

　
昭
和
十
八
年
よ
り
二
十
九
年
ま
で
、

国
語
教
師
と
し
て
本
校
に
在
職
さ
れ

た
乾
英
之
介
先
生
は
、
七
十
周
年
記

念
誌
に
伊
藤
嘉
夫
先
生
に
つ
い
て「
岐

阜
県
の
出
身
で
あ
り
、
立
正
大
学
を

卒
業
後
、
跡
見
学
園
に
入
り
、
同
短
大

教
授
と
な
っ
た
。
文
才
家
で
あ
り
、

林
古
徑
、
佐
々
木
信
綱（
昭
和
十
五
年

に
中
津
高
女
で
講
演
あ
り
）
の
知
遇

を
得
、
短
歌
は
佐
々
木
信
綱
の
下
に

あ
っ
て
、「
心
の
花
」
の
編
集
を
し
た
。

「
西
行
法
師
全
歌
集
」が
代
表
的
著
書

に
な
る
。（
中
略
）東
京
時
代
、
同
じ
林

武
平
の
学
寮
に
止
宿
し
、
同
じ
中
学

に
も
通
っ
て
い
た
の
で
、
私
の
こ
と

は
何
で
も
聞
い
て
く
れ
た
の
で
あ
る
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
事
に
関
係
す
る
こ
と
を
少

し
調
べ
て
み
ま
し
た
。
伊
藤
先
生
は
、

明
治
三
十
七
年
八
百
津
町
に
生
ま
れ
、

お
父
様
が
警
察
官
と
い
う
事
情
で
小

学
校
を
九
回
転
校
し
、
こ
こ
中
津
川

で
小
学
校
を
卒
業
さ
れ
ま
す
。
転
校

が
多
く
友
人
が
出
来
な
か
っ
た
と
述

懐
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す
が
、
中
津

で
の
小
学
校
時
代
に
席
を
並
べ
た
森

田
四
季
男
さ
ん
は
数
少
な
い
友
人
と

し
て
長
く
親
交
を
も
た
れ
た
よ
う
で

す
。
森
田
さ
ん
は
当
時
間
家
の
番
頭

を
勤
め
ら
れ
た
方
の
ご
子
息
で
あ
り
、

東
京
帝
国
大
学
へ
進
ま
れ
冶
金
工
学

の
研
究
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
先
生
は
小
学
校
を
卒
業
後
、
郁

文
館
中
学
（
小
説
「
猫
」
に
あ
る
落
雲

館
中
学
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
旧
制
中

学
校
）
へ
入
学
さ
れ
ま
す
。
中
学
五

年
生
の
と
き
、
関
東
大
震
災
が
あ
り
、

「
瓦
礫
の
原
を
あ
る
い
て
私
の
若
い
感

傷
は
い
た
ん
だ
」
と
記
さ
れ
る
ほ
ど

心
に
痛
手
を
受
け
、
焼
け
原
を
歩
き

回
り
ま
す
。
そ
の
と
き
鋳
物
工
場
か

ら
聞
こ
え
る
逞
し
い
フ
イ
ゴ
の
音
と

煙
突
か
ら
立
ち
上
る
夥
し
い
白
煙
か

ら
、
蘇
る
人
間
の
力
を
感
じ
、
昼
は
鋳

物
職
人
を
目
指
す
雑
夫
、
夜
は
法
科

に
通
う
大
学
生
の
生
活
を
始
め
ら
れ

ま
す
が
、
周
囲
に
身
体
を
壊
す
と
説

得
さ
れ
て
、
こ
の
生
活
を
諦
め
ま
す
。

　
紆
余
曲
折
を
経
て
、
元
よ
り
も
つ

文
学
へ
の
想
い
で
立
正
大
学
へ
入
学
、

ご
卒
業
後
は
跡
見
学
園
に
就
職
さ
れ

ま
す
が
、
そ
こ
ま
で
に
も
多
く
の
変

節
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
跡
見
学
園

で
は
戦
時
下
で
あ
り
、
当
時
学
校
内

に
あ
っ
た
軍
需
工
場
で
働
く
女
学
生

の
付
き
そ
い
係
り
も
さ
れ
ま
す
。
そ

の
中
に
は
別
の
工
場
で
働
く
同
級
生

を
訪
ね
る
途
中
で
空
襲
に
遇
い
命
を

落
と
す
と
い
う
悲
し
い
出
来
事
も
あ

り
ま
し
た
。
戦
後
、
短
大
教
授
と
な
り
、

昭
和
四
十
年
跡
見
学
園
女
子
大
学
創

立
時
に
は
学
監
、
そ
し
て
第
二
代
学

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
校
歌
作
詞
は
数
多
く
、
乾
先
生
の

初
任
校
で
あ
り
、
前
任
校
で
あ
る
福

井
県
今
立
農
学
校（
現
鯖
江
高
校
）校

歌
も
乾
先
生
の
ご
紹
介
で
伊
藤
先
生

が
作
詞
さ
れ
、
昭
和
十
一
年
に
完
成

し
て
い
ま
す
。
岐
阜
県
内
で
は
七
宗

町
立
神
渕
中
学
校
校
歌
が
中
津
高
校

か
ら
半
年
の
後
、
伊
藤
先
生
の
作
詞

で
完
成
し
た
と
伺
い
ま
し
た
。
ち
な

み
に
作
曲
は
信
時
潔
さ
ん
で
す
。
余

談
で
す
が
、
お
話
を
伺
っ
た
神
渕
中

学
校
古
田
校
長
か
ら
「
私
の
母
は
中

津
高
校
の
卒
業
生
（
六
回
生
）
で
す
」

と
お
聞
き
し
、
不
思
議
な
ご
縁
を
感

じ
ま
し
た
。

　
ご
縁
と
い
え
ば
、
武
蔵
小
金
井
に

あ
る「
寺
小
屋
」と
い
う
家
で
伊
藤
先

生
が
食
事
を
さ
れ
た
折
、
な
た
豆
の

話
か
ら
そ
の
家
の
料
理
人
兼
御
主
人

が
間
家
を
実
家
に
さ
れ
、
森
田
さ
ん

の
お
父
さ
ん
の
こ
と
も
知
り
、
自
ら

「
寺
子
屋
の
奇
縁
」と
著
書
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
著
書
「
山
吹
の
旅
」

を
読
み
、
伊
藤
先
生
と
は
、
そ
の
時
、

そ
の
場
所
、
そ
の
心
も
ち
を
一
字
一

句
に
全
霊
を
か
け
、
言
葉
を
選
び
、
表

す
「
言
葉
の
芸
術
家
」
で
あ
り
、
意
に

反
し
て
戦
意
高
揚
に
力
を
尽
く
さ
ざ

る
を
得
な
い
時
代
を
生
き
抜
き
、
漸

く
思
う
ま
ま
を
表
現
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
時
代
に
、
そ
れ
を
守
る
の
は

教
育
と
信
じ
、
半
生
を
教
育
に
捧
げ

ら
れ
た
、「
昭
和
の
教
育
者
」
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

　
忙
し
い
中
、
調
査
に
ご
協
力
頂
い

た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
校
歌
を
こ
こ

に
掲
載
し
て
筆
を
納
め
ま
す
。

　
中
津
高
校
同
窓
会
で
は
百
周
年
記

念
事
業
と
し
て「
旭
陵
留
学
制
度
」を

創
設
し
、
現
在
も
留
学
生
の
派
遣
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
七
年
度
よ

り
第
一
期
旭
陵
留
学
生
と
し
て
、
毎

年
六
名
の
生
徒
を
五
年
間
、
そ
の
後

は
第
二
期
と
し
て
毎
年
二
名
の
生
徒

を
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス

な
ど
に
派
遣
し
て
参
り
ま
し
た
。
第

二
期
旭
陵
留
学
は
同
窓
会
会
員
の
皆

様
方
の
ご
寄
付
に
よ
っ
て
奨
学
金
を

支
給
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
不
況

の
影
響
も
あ
り
、
留
学
制
度
を
維
持

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
参
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
百
十
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
所
を
設
け
、

そ
こ
か
ら
の
売
電
収
益
で
、
旭
陵
留

学
を
今
後
二
十
年
間
可
能
に
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
（
十
年
経
っ
た
時
点

で
制
度
の
確
認
）。

　
近
年
、
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高

ま
る
中
、
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
は
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
太

中
津
高
等
学
校
校
歌

　
　
　
　
　
　
作
詞 

伊
藤
嘉
夫

　
　
　
　
　
　
作
曲 

河
野
信
一

一
、
高
鳴
る
や
黎
明
の
鐘

      

自
由
と
個
人
の
尊
厳

      

明
け
わ
た
る
日
の
光

      

朝
日
の
直
射
す
丘

      

そ
の
丘
に
我
等
集
う

二
、
天
雲
に
恵
那
山
聳
つ

      

思
索
と
自
己
の
完
成

      

遠
白
き
学
の
道

      

未
見
の
我
を
見
出
で

      

拓
き
ゆ
く
我
等
若
し

三
、
太
古
よ
り
木
曽
川
は
行
く

      

昼
夜
を
止
め
ざ
る
流
動

      

勤
労
と
自
治
陶
冶

      

風
土
に
は
ぐ
く
ま
れ

      

新
生
の
我
等
勁
し

四
、
新
た
世
の
柱
と
な
り

      

母
校
の
名
を
顕
わ
さ
ん

      

光
明
と
希
望
に
燃
え
て

      
朝
日
の
直
射
す
丘

      
そ
の
丘
に
我
等
学
ぶ

語
圏
へ
一
年
間
留
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
窓
生
に
よ
る
芸
術
展
が
、
名
古
屋

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
楽
団
に
よ
る
ド

ボ
ル
ザ
ー
ク
の
新
世
界
の
演
奏
と
、

校
歌
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
池
辺
晋
一

郎
先
生
に
よ
る
交
響
詩「
中
津
川
」の

作
曲
、
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
百
周
年
を
契
機
と
し
て
中
津

高
校
は「
第
二
の
建
学
」の
時
を
迎
え

た
も
の
と
し
て
理
解
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
恵
那
北
高
校
と
の
合
併
、
単

位
制
就
学
制
度
、
海
外
留
学
制
度
の

続
行
、
野
球
部
の
硬
式
化
な
ど
、
文
武

両
道
を
目
指
す
学
校
と
し
て
大
き
く

発
展
し
て
い
ま
す
。

　
創
立
以
来
、
中
津
高
校
の
歩
ん
で

き
た
道
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
忘
れ
て
な
ら

な
い
の
は
、
先
人
た
ち
の
大
い
な
る

遺
産
で
す
。
有
為
の
人
材
養
成
を
使

命
に
常
に
高
い
志
を
持
っ
た
学
生
や

教
員
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
時
勢
の

進
運
に
先
じ
世
界
の
大
勢
を
洞
察
し

て
地
域
の
発
展
に「
地
球
市
民
」と
し

て
自
覚
に
基
づ
く
行
動
を
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
為
の
創
立

百
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
い
ろ
い

ろ
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
母
校
中
津
高
校
の
百
十
周

年
記
念
事
業
の
一
つ
に「
校
訓

の
制
定
」事
業
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
前
号
の
「
旭
陵

新
聞
」（
平
成
二
十
六
年
三
月

発
行
　
第
十
六
号
）で
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

　「
校
訓
」
と
は
、「
教
育
上
の

理
念
・
目
標
を
成
文
化
し
た

も
の
」（
広
辞
苑
）、「
教
育
上
の

基
本
的
な
モ
ッ
ト
ー
と
し
て

定
め
た
教
訓
的
な
内
容
の
言

葉
」（
三
省
堂
新
明
解
国
語
辞

典
）、
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の

学
校
の
教
育
理
念
を
象
徴
す

る
重
い
言
葉
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
私
達
同
窓
会
と
し
て
校
訓

の
制
定
に
ど
う
か
か
わ
る
か

を
話
し
合
っ
た
結
果
、
私
達
卒

業
生
の
誰
も
が
馴
染
み
深
く
、

ま
た
含
蓄
・
示
唆
に
富
ん
だ

言
葉
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い

る
中
津
高
校
校
歌
の
歌
詞
の

中
か
ら
、
同
窓
生
の
多
数
の
意

思
で
選
ん
で
は
ど
う
か
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
広
く
同
窓
生
の
皆

さ
ん
に
校
訓
の
募
集
を
行
い

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
卒
業

年
次
と
ご
氏
名
を
明
記
さ
れ

て
メ
ー
ル
、
葉
書
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
記
入
し
た
用
紙
を
学
校
に

直
接
届
け
る
方
法
、
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
電
話
は
不
可
と

し
ま
す
。
同
窓
生
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
中
か
ら
多
数
に
上
っ

た
言
葉
を
、
同
窓
会
全
体
の
希

望
意
見
と
し
て
校
長
先
生
に

提
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
月
九
日
の
同
窓
会
総
会
の

席
上
で
応
募
状
況
等
の
中
間

発
表
を
行
い
ま
す
。

　
校
長
先
生
は
、
さ
ら
に
現
職

員
や
生
徒
た
ち
の
意
見
も
参

考
に
さ
れ
な
が
ら
、
十
一
月
の

百
十
周
年
ま
で
に
中
津
高
校

の
校
訓
を
決
め
ら
れ
る
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
応
募
の
締
め
切
り
は
、
八
月

末
日
ま
で
と
し
ま
す

中津高等学校住所　５０８－０００１中津川市中津川１０８８の２　
メールアドレス　kyokuryo@takenet.or.jp
ファックス番号　０５７３－６５－２７２１

伊藤嘉夫先生

伊藤嘉夫先生著「山吹の旅」

校歌の作曲者・河野信一先生から、
高橋照子先生に送られてきた楽譜と
手紙（中津高校内に展示）　

バック写真・山田節子（27回生）

陽
光
発
電
で
得
た
収
益
で
未
来
を
切

り
開
く
人
材
を
育
て
る
と
い
う
こ
と

は
大
変
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
在
校
生
た
ち
の
環
境
問
題
意
識

を
育
て
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
う
し
た
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ぜ
ひ
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

旭
陵
太
陽
光
発
電
所
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創
立
百
十
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
長
　

　
杉
本
　
潤(

２０
回
生
）

百
十
周
年
記
念
事
業

財
務
委
員
長

　
　
定
時
制
同
窓
会
会
長
　

　
佐
藤
　
和
男(

定
15
回
生
）

母
校
中
津
高
校
創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て

財
務
委
員
会
よ
り
お
願
い

　
創
立
百
十
周
年
の
趣
意
書
と
振
り
込
み

用
紙
を
別
紙
に
て
再
度
同
封
致
し
ま
し
た
。

　
寄
付
金
が
ま
だ
の
方
は
、
ど
う
か
記
念

事
業
に
、
ご
賛
同
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

寄
付
金
の
現
状
と
お
願
い

記
念
事
業
に
ご
参
加
と
、ご
協
力
を

　
同
窓
会
会
員
の
皆
様
、
益
々
ご
清

祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
中
津
高
校
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に

は
、
O
B
会
の
目
的
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
中
津
高
校
の
歴
史
・
文
化
を
基

盤
に
、
在
校
生
が
高
校
生
ら
し
く
、

伸
び
伸
び
学
べ
る
環
境
整
備
へ
の
支

援
、
そ
の
趣
旨
へ
の
ご
協
力
、
ご
支

援
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
百
周
年
に
は
、
財
務
委
員
長
と
し

て
皆
様
に
大
変
ご
協
力
賜
り
、
想
像

以
上
の
式
典
、
記
念
事
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
重
ね
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
の
百
十
周
年
の
核
の

事
業
と
し
ま
し
て
は
、
式
典
及
び
記

念
事
業
の
二
つ
を
企
画
、
ご
案
内
し

て
お
り
ま
す
。

　
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
に
企

画
案
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

百
周
年
か
ら
継
続
し
て
い
る
留
学
生

へ
の
支
援
制
度
の
構
造
を
変
え
る
こ

と
で
す
。

　
こ
の
留
学
制
度
も
十
年
が
経
ち
、

中
津
高
校
の
特
徴
あ
る
活
動
と
し
て

今
後
も
継
続
し
て
い
く
た
め
の
資
金

を
一
部
の
支
援
者
に
依
頼
す
る
こ
と

な
く
制
度
を
運
用
し
て
い
く
た
め
に
、

こ
の
度
、
創
立
百
十
周
年
の
記
念
事

業
と
致
し
ま
し
て
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
太
陽
光
発
電
所
を
設
置

す
る
こ
と
を
企
画
実
施
致
し
ま
し
た
。

　
中
津
高
校
は
こ
の
地
域
で
、
素
晴

ら
し
い
街
道
文
化
と
人
の
生
業
の
中
、

他
校
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
歴

史
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
O
B
会
も

学
校
と
一
丸
と
な
っ
て
教
育
へ
の
助

成
を
行
い
、
今
日
の
姿
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
今
ま
さ
に
新
た
な
二
十
一
世
紀
の

街
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
こ
の
中
津
川
に
、
先
輩
が
残
し

て
く
れ
た
学
校
の
文
化
と
、
培
っ
て

き
た
歴
史
を
新
し
い
風
の
中
で
増
幅

進
化
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
代

表
校
と
し
て
歴
史
を
刻
ん
で
い
け
ま

す
よ
う
皆
様
の
ご
理
解
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
の
今
年
、
私
た
ち

の
母
校
・
県
立
中
津
高
等
学
校
は
、

創
立
百
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
日
露

戦
争
後
の
明
治
三
十
九
年
、
日
本
の

将
来
を
考
え
子
弟
の
教
育
に
注
力
す

べ
し
と
、
間
杢
右
衛
門
翁
に
よ
っ
て

中
津
高
等
女
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ

て
以
来
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
四
代

に
わ
た
り
、
二
万
九
千
余
名
を
世
に

送
っ
て
き
た
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
私

た
ち
の
母
校
で
す
。
激
動
と
混
乱
の

時
も
、
二
度
に
渡
る
大
火
に
見
舞
わ

れ
た
時
も
、
母
校
は
同
窓
生
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
者
各
位
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
の

で
す
。

　
現
在
、
日
本
の
抱
え
る
課
題
は
、

人
口
減
少
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、
経

済
、
財
政
、
防
衛
、
雇
用
、
年
金
、
医
療
、

介
護
、
福
祉
、
教
育
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
今
日
的
課
題
を

解
決
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を

持
ち
、
積
極
性
と
実
行
力
を
兼
ね
備

え
た
人
材
の
育
成
は
急
務
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
具
体
化
と
し
て
、
十
年
前

同
窓
会
は
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て

「
旭
陵
留
学
生
奨
学
金
制
度
」を
導
入

し
ま
し
た
。
以
来
、
三
十
八
名
の
後

輩
た
ち
が
こ
の
制
度
の
も
と
海
外
留

学
を
し
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
た
活

躍
を
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
中
津
高

等
学
校
の
な
く
て
は
な
ら
な
い
教
育

事
業
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
迎
え
る
百
十
周
年
記
念
事
業

の
柱
は
、
こ
の
「
旭
陵
留
学
生
奨
学

金
制
度
」
の
長
期
継
続
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
「
旭
陵
太
陽
光
発
電
所
」

の
設
置
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
資
金
計
画
目
標
を
二
千
五
百

万
円
と
し
、
昨
年
四
月
よ
り
寄
付
金

を
募
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

約
九
百
名
の
同
窓
生
の
方
々
か
ら
約

六
百
万
円
余
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

役
員
一
同
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
目
標
額
達
成
に

は
ま
だ
ま
だ
程
遠
く
、
記
念
事
業
の

執
行
が
危
ぶ
ま
れ
る
よ
う
な
現
状

に
あ
り
ま
す
。
折
か
ら
景
況
も
芳
し

く
な
く
、
消
費
税
増
税
の
余
波
も
続

い
て
い
る
経
済
情
勢
の
と
こ
ろ
、
誠

に
恐
縮
で
は
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
た

だ
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
お
す
が
り
す
る
よ
り
他
に
道
は

な
く
、
母
校
・
中
津
高
等
学
校
の
た

め
に
、
重
ね
て
寄
付
金
の
お
願
い
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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佐
藤 

 

邦
彦                    

長
瀬
八
州
余

喜
多
川 

 

博

髙
田
奈
央
美

佐
藤 

 

恭
子

原    

恵
市

山
田 

 

茂

小
栗 

 

和
成

松
木 

 

詠
史

高
橋 

 

俊
和

○
　

○○○○

財
務
委
員
会

記
念
事
業
委
員
会

記
念
式
典
委
員
会

（
兼
合
同
同
窓
会
）

記
念
誌
委
員
会

顧

問

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

長

委

員

委

員

委

員

委

員

長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

吉
川　

光
彦　

佐
藤　

和
男　

横
井　
　

晃　

梅
田　

嵯
峨　

今
井　

清
雄　

千
賀
美
紗
子　

可
児　
　

力　

吉
川　

義
康　

田
島　

雅
子　

桂
川　

邦
俊　

垣
内　
　

誠　

藤
井　
　

学　

古
屋
伊
須
呂　

加
藤　

良
一　

上
田　

信
義　

郷
原　

基
幸　

荒
井　

秀
明　

松
田　

幸
博　

島
﨑　

武
志　

日
下
部　

誠　

後
藤
さ
つ
き　

古
井　

幸
二　

岩
本　

隆
明　

吉
村
美
津
子　

佐
藤　

和
男　

梅
村　
　

薫　

常
田　

順
子　

阿
部　

武
東　

藤
井　

四
郎　

吉
川　

義
康　

佐
々
木
義
人　

長
尾　

浩
一　

朝
日
美
智
子　

吉
田　
　

真　

伊
藤　

広
忠　

山
田　

節
子　

深
谷　

茂
生　

松
田　

幸
博　

野
村　

充
久　

尾
関　

明
美　

石
原　
　

豊　

波
多
野
大
輔　

吉
本　

龍
司　

三
尾　

義
彦　

佐
藤　

和
男　

田
中　

栄
吉

杉
本　
　

潤　

石
黒　

広
洲　
（
関
東
Ｏ
Ｂ
会
会
長
）

加
藤　

紘
一　
（
関
西
旭
陵
会
会
長
）

古
井　

良
平　
（
名
古
屋
地
区
会
会
長
）

髙
井　

盛
人　
（
全
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

渡
邉　

紀
代　
（
定
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

伊
藤　

成
章　
（
元
同
窓
会
会
長
）

郷
原　

幸
夫　
（
元
同
窓
会
会
長
）

吉
川　

光
彦　
（
前
同
窓
会
会
長
）

早
川　

捷
也　
（
岐
阜
県
県
議
会
議
員
）

平
岩　

正
光　
（
岐
阜
県
県
議
会
議
員
）

和
田　

金
夫　
（
前
定
同
窓
会
会
長
）　

小
川　
　

博　
（
元
定
同
窓
会
会
長
）　

増
田　

義
明　
（
元
中
津
高
校
校
長
）　

山
本　

完
六　
（
元
中
津
高
校
校
長
）

丹
羽　
　

肇　
（
元
中
津
高
校
校
長
）　

同
窓
会
会
長

定
同
窓
会
会
長

中
津
高
校
校
長

実
行
委
員
長

副
実
行
委
員
長

顧

問

相

談

役

事

務

局

長

副
事
務
局
長

事
務
局
　
　

副

校

長

教

頭

事

務

部

長

中
島　

俊
朗

宮
田　

大
介

糸
魚
川
謙
二

（
総　

務
）

（
会　

計
）

（
文
書
発
送
）

（
会
議
設
営
）

（
事　

務
）

総
務
委
員
会

財
務
委
員
会

記
念
事
業
委
員
会

記
念
式
典
委
員
会

記
念
誌
委
員
会

　

中津高校内組織

（
○
印
は
キ
ャッ
プ
）

藤
原
　

高

松
木　

詠
史

松
木　

詠
史

原
田
　

健

髙
田
奈
央
美

山
田 

 

茂

長
瀬
八
州
余

校
訓
制
定
委
員
会

会

計

監

査
委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

伊
藤　

成
章　

郷
原　

幸
夫　

吉
川　

光
彦　

三
尾　

義
彦　

梅
村　
　

薫

佐
藤　

和
男　

藤
井　

四
郎

田
中　

栄
吉

喜
多
川　

博

　
勝
野　

正
彦　

間　

龍
一
朗　

総
務
委
員
会
委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

常
田　

順
子

可
児　
　

力

花
田
勝
太
郎

阿
部　

武
東

宮
下　

晴
夫

田
口　

昌
宏

石
田　
　

昇

●会場：パーティホールパルティール（手賀野）　
　　中津川市手賀野265　TEL0573-66-7788
●参加者：来賓、同窓生、現旧職員
●参加費：一人7,000円（当日受付にて）　
●合同同窓会スケジュール　

創立110周年記念事業スケジュール
□記念式典　午前9時半～
□旭陵留学生パネルディスカッション
●会　場：中津高校体育館
●出席者：来賓、同窓生、在校生、現旧職員

□ホームカミングデー（施設見学）
●集　合：午後1時半　中津高正面玄関、校内見学
●対象者：同窓生、地域の方
校内にてギター・マンドリンクラブの演奏会があります。

□旭陵ゴルフコンペ
　午前8時～午後4時半

□交響詩「中津川」再演奏会
　　　　〈演奏者・スタッフ募集中〉
　　　開演午後3時～（開場2時半）
●会　場：中津川文化会館（中津川市役所隣）
●演奏者：吹奏楽部部員＆吹奏楽部OB
●入場料：大人前売り800円（当日1,000円）
　　　　　　高校生以下無料
　　　※演奏の申し込み、お問合せは：
　　　　　　　吹奏部顧問・高橋俊和（32回生）まで

□合同同窓会　午後6時半開会

●会　場：ユーグリーン中津川
　　　　　　　　　　ゴルフ倶楽部
　　　中津川市茄子川　TEL0573-68-6111

●参加者：同窓生、現旧職員
●参加費：未定　　
●参加目標：160名
※詳細は同窓会HPをご覧下さい。
　同窓会HP　http://kyokuryo.jp/
　HP検索→旭陵中津高校　

□芸術展　11/7（土）、8（日）　
●会　場：中津川市にぎわいプラザ５Ｆ（中津川駅前）　
●出品者：同窓生＆現旧職員

　　●入場料：無料　
※出展のお問合せは：田口　昌宏（31回生）Tel0573-62-0645まで

7日（土）午前10時～午後6時
8日（日）午前10時～午後4時

中津川駅前より送迎の
　　シャトルバスが、
　　午後5時より順次出ます

○午後5時半より受付
○午後6時半開会
○午後8時半閉会

平成27年

合同同窓会・参加のお申し込みは：

8日（日）11月
平成27年

7日（土）11月

お申し込みは、同封のハガキにてお申し込みください。



平成27年3月第17号（4） 旭 陵 会 だ よ り

顧　

問　

三
尾　

義
彦
（
12
回
生
）

　
　
　
　

常
田　

順
子
（
14
回
生
）

　
　
　
　

佐
藤　

和
男
（
定
15
回
生
）

編
集
委
員
長　

吉
村
美
津
子
（
24
回
生
）

H
P
委
員
長　

松
田　

幸
博
（
33
回
生
）

委　

員　

梅
村　
　

薫
（
12
回
生
）

　
　
　
　

阿
部　

武
東
（
14
回
生
）

　
　
　
　

吉
川　

義
康
（
18
回
生
）

　
　
　
　

佐
々
木
義
人
（
23
回
生
）　
　

　
　
　
　

長
尾　

浩
一
（
24
回
生
）

　
　
　
　

朝
日
美
智
子
（
25
回
生
）

　
　
　
　

山
田　

節
子
（
27
回
生
）

　
　
　
　

吉
田　
　

真
（
27
回
生
）

　
　
　
　

伊
藤　

広
忠
（
28
回
生
）

　
　
　
　

野
村　

充
久
（
35
回
生
）

　
　
　
　

尾
関　

明
美
（
39
回
生
）

　
　
　
　

波
多
野
大
輔
（
48
回
生
）　
　

　
　
　
　

石
原　
　

豊
（
49
回
生
）

　
　
　
　

吉
本　

龍
司
（
52
回
生
）

教　

員　

藤
原　
　

高
（
23
回
生
）

　
　
　
　

松
木　

詠
史
（
30
回
生
）

            

高
橋　

俊
和
（
32
回
生
）

            

小
栗　

和
成
（
34
回
生
）

編
集
後
記

発
行　

平
成
二
十
七
年
三
月

岐
阜
県
立
中
津
高
等
学
校
同
窓
会

〒
５
０
８
│
０
０
０
１

　
　

中
津
川
市
中
津
川
一
〇
八
八
の
二

編
集
委
員
長
　
吉
村
美
津
子
（
24
回
生
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
長
　
松
田
幸
博
（
33
回
生
）

・
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
　
　http://kyokuryo.jp/

・
同
窓
会
へ
の
お
便
り
は

　Email    

　
　
　
　
　
　
　         

　
　kyokuryo@takenet.or.jp

　
　
　
　FAX

　 0573-65-2721

編集委員 http://w
w
w
2
s.biglobe.

　ne.jp/̃H
IC
U
B
E/nakatsu/

・
関
東
O
B
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ac.auone-net.

　
　
　
　
　
　
　
　jp/̃ycm

ka/

・
関
西
旭
陵
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
中
津
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　http://school.gifu-

    

　
　net.ed.jp/nakatsu-hs/

　
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
言
っ
て

も
、
ネ
タ
集
め
も
思
う
よ
う
に
行
か
ず
、

編
集
委
員
の
皆
様
や
先
生
方
に
も
迷
惑

の
掛
け
通
し
で
今
に
至
っ
て
い
る
よ
う

な
状
況
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
毎

日
使
い
、
情
報
を
得
た
り
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
し
た
り
し
ま
す
が
、
こ
と
同
窓

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
も
な
る
と
見
て

頂
け
る
方
も
大
変
少
な
い
で
す
し
、
ア
ッ

プ
で
き
る
情
報
も
頻
繁
に
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
更
新
も
ま
ま
な
ら
な
い
の
が
現

状
で
す
。
こ
の
「
旭
陵
」
が
送
ら
れ
て
く

る
と
、
少
し
ば
か
り
懐
か
し
い
気
分
に
浸

り
な
が
ら
母
校
出
身
者
の
活
躍
や
、
中
津

高
校
の
変
遷
を
楽
し
み
に
目
を
通
す
の

で
す
が
、
情
報
発
信
の
手
段
と
し
て
、「
旭

陵
」と
は
カ
ラ
ー
の
違
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ど
う
育
て
て
行
っ
た
ら
と
日
々
悩
ん

で
い
ま
す
。
皆
様
の
中
津
高
校
で
の
想

い
出
や
同
窓
会
で
の
友
人
や
恩
師
と
の

再
会
、
最
近
の
出
来
事
な
ど
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
是
非
お
気
軽
に
お
送
り
下
さ
い
。

懐
か
し
い
気
分
に
な
れ
る
、
そ
ん
な
「
ほ

っ
と
す
る
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
皆
様
と
共

に
育
て
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
旭
陵
発
行
の
目
的
は
創
立

百
十
周
年
記
念
事
業
の
詳
細
を
皆
様

に
お
知
ら
せ
す
る
事
と
、
百
十
周
年

記
念
事
業
の
為
の
寄
付
金
を
再
度
お

願
い
す
る
事
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
た
め
か
編
集
後
記
が
中
々
書
け
な

く
て
印
刷
の
方
に
ご
迷
惑
を
掛
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。
編
集
後
記
を
書
く

事
が
出
来
た
の
は
若
い
マ
マ
の
一
言

で
し
た
。「
う
ち
の
娘
、
今
年
、
中
津

高
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
旭
陵
留
学

生
に
な
り
た
く
て
受
験
し
た
の
で
す
。

で
も
、
留
学
生
希
望
の
子
が
大
勢
い

て
狭
き
門
な
の
で
す
。
大
変
だ
け
ど

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。」

と
、
と
て
も
嬉
し
い
言
葉
で
す
。
こ

の
言
葉
を
伺
っ
て
私
ど
も
編
集
委
員

会
の
役
割
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
支
部
の
旭
陵
会
へ
伺
う

と
、
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
中
津
高
校

を
想
う
心
を
通
じ
て
人
と
し
て
大
切

な
事
を
教
え
て
頂
き
ま
す
。
中
津
高

校
を
目
指
し
て
く
る
次
代
を
担
う
若

者
達
を
先
達
で
あ
る
私
達
が
応
援
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
特
に
、
今
年
の
総
会
は
太
陽
光
発

電
の
稼
働
状
況
報
告
と
来
年
度
に
近

づ
い
た
百
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
の
事
業
内
容
の
説
明
・
報
告
、
現

在
の
状
況
、
寄
付
金
募
集
に
つ
い
て

説
明
と
質
疑
応
答
、
そ
し
て
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
順
調
に

発
電
し
、
予
想
以
上
の
売
電
収
益
が

上
が
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
度
旭
陵

留
学
生
か
ら
こ
の
収
益
に
よ
っ
て
奨

学
金
が
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
百
十
周

年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
事
業
の
概

要
の
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
も

校
訓
制
定
に
つ
い
て
多
く
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
制
定
の
趣
旨
と
し
て

は
生
徒
の
視
点
に
立
っ
て
中
津
高
校

を
象
徴
的
に
表
す
言
葉
が
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

制
定
の
必
要
性
、
制
定
の
方
法
に
つ

い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
校

訓
は
後
々
ま
で
中
津
高
校
の
象
徴
と

な
る
文
言
な
の
で
、
拙
速
に
話
を
進

め
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
方
の
意

見
を
聴
き
な
が
ら
、
同
窓
生
の
方
も

関
西
旭
陵
会

関
東
O
B
会
だ
よ
り

関
東
Ｏ
Ｂ
会
会
長
　

　
　
石
黒
廣
洲
（
13
回
生
）

関
西
旭
陵
会
会
長
　
加
藤
紘
一
（
10
回
生
）

名
古
屋
支
部
だ
よ
り

名
古
屋
地
区
会
会
長
　

　
古
井
良
平(

7
回
生
）

故
郷
を
近
く
に
感
じ
て

創
立
百
十
周
年
記
念
に
向
け
て

中
津
高
校
同
窓
会
総
会

同
窓
会
の〝
絆
〞

　
母
校
の
百
十
周
年
を
迎
え
る
年
に
、

五
十
年
待
っ
た
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

が
着
工
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
関

東
と
中
津
の
距
離
が
近
く
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
心
が

近
く
な
る
か
ど
う
か
、
今
こ
の
事
が

試
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
母
校
が
立
地
す
る
中
津
川
市
で
は
、

「
中
津
川
ふ
る
さ
と
応
援
隊
」が
創
設

さ
れ
、
関
東
か
ら
も
応
募
が
多
く
集

ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
母
校
、

中
津
、
岐
阜
県
な
ど
縁
の
地
と
の
関

わ
り
が
楽
し
め
る
時
代
に
向
う
兆
候

と
思
い
ま
す
。
岐
阜
県
と
の
関
係
に

お
い
て
は
、
東
京
岐
阜
県
人
会
に
参

加
し
、
更
に
東
濃
地
区
六
校
の
代
表

間
の
交
流
に
よ
り
、
親
睦
と
情
報
交

換
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
窓
生
や
母

校
の
背
景
に
あ
る
地
域
に
も
関
心
が

行
く
と
こ
ろ
で
す
。
遠
く
に
在
り
て

想
う
も
の
か
ら
、
近
く
に
感
じ
て
動

く
地
へ
と
変
化
し
て
行
き
そ
う
な
気

配
を
感
じ
ま
す
。

　
三
十
年
近
く
も
続
い
た
関
東
O
B

会
は
世
代
交
代
の
時
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
最
近
、
会
の
「
運
営
ガ
イ
ド
」

を
設
定
し
、
仲
間
を
大
切
に
す
る
中

で
、
地
域
と
共
に
進
む
持
続
的
な
発

展
を
確
か
め
る
形
を
織
り
込
ん
で
い

ま
す
。

　
昨
今
課
題
と
な
っ
て
い
る
人
口
減

を
食
い
止
め
る
べ
く
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
関
係
者
を
ど
の
よ
う
に
し
て
盛

り
立
て
、
母
校
や
中
津
川
市
、
更
に

は
岐
阜
県
を
発
展
さ
せ
る
の
か
。
運

命
の
い
た
ず
ら
故
か
同
窓
と
な
っ
た

私
達
が
自
分
の
出
来
る
形
で
、
親
戚

と
か
幼
馴
染
み
が
暮
す
故
郷
の
発
展

に
ど
の
様
に
お
役
に
立
て
る
の
か
。

こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
緑
深
き
中
津
に
相
応
し
い
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
着
目
し
た
ア
イ
デ
ア
に

よ
り
、
日
本
の
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な

留
学
制
度
を
継
続
的
に
支
え
る
機
会

を
得
た
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
母

校
あ
っ
て
の
私
達
で
あ
り
、
同
窓
生

が
守
る
ふ
る
さ
と
中
津
川
市
で
あ
る

と
云
う
感
謝
の
念
を
、
募
金
の
形
で

示
す
刻
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
様
々
な
理
由
で
故
郷
を
離
れ
た
私

達
の
気
持
ち
と
志
が
後
押
し
出
来
る

こ
と
で
、
母
校
が
、
益
々
魅
力
あ
る

学
校
に
な
っ
て
行
っ
て
欲
し
い
と
願

う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
二
〇
一
四
年
十
月
三
十
日

 

　
名
古
屋
地
区
会
の
趣
旨
は
、
明
解

で
す
。
故
郷
を
離
れ
て
、
こ
の
地
域

に
念
願
の
住
居
を
構
え
た
方
々
が
、

心
お
き
な
く
語
り
合
え
る
会
で
あ
り
、

唯
一
心
休
ま
る
憩
い
を
目
的
に
し
た

場
と
し
た
同
窓
会
と
し
て
隔
年
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
年
齢
の
幅
を
超
え
た
、
故
郷
の
村

や
町
の
小
中
学
校
を
同
じ
に
し
た
出

身
者
、
ク
ラ
ブ
の
先
輩
・
後
輩
に
何

十
年
振
り
に
お
会
い
で
き
た
時
の
感

動
で
す
。

　
多
分
こ
の
会
に
参
加
し
な
け
れ
ば
、

一
生
お
会
い
す
る
こ
と
が
無
か
っ
た

と
か
、
思
い
の
方
と
の
出
会
い
、
そ

れ
が「
同
窓
会
」で
す
。

　
特
に
岐
阜
・
三
重
か
ら
参
加
の
級

友
や
先
輩
・
後
輩
に
会
う
と
子
供
の

こ
ろ
や
学
生
時
代
の
記
憶
が
鮮
明
に

よ
み
が
え
っ
て
き
て
、
懐
か
し
い
と

い
う
感
情
に
ひ
た
る
こ
と
が
で
き
る

の
も
不
思
議
さ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

機
会
で
懐
か
し
さ
を
持
ち
出
し
て
感

じ
る
の
は
、
心
が
非
常
に
和
ん
で
い

る
証
拠
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
昔
自
分
が
接
し
た
何
か
を
思

い
出
し
て
、
肯
定
的
に
考
え
る
一
瞬

だ
か
ら
、
満
足
感
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
。
お
互
い
こ
れ
ま
で
の
人
生
は
、

特
に
知
ら
な
い
土
地
で
居
住
し
た
苦

労
は
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
皆
さ
ん

と
て
人
一
倍
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
紆

余
曲
折
で
波
瀾
万
丈
を
耐
え
、
社
会

の
過
酷
な
荒
波
を
乗
り
越
え
ら
れ
た

で
こ
そ
今
日
が
あ
り
ま
す
。

　
辛
い
と
き
も
決
し
て
、
里
の
両
親
、

親
友
に
も
打
ち
明
け
ら
れ
ず
、
辛
苦

を
味
わ
い
な
が
ら
、
や
っ
と
こ
こ
ま

で
き
て
、
一
息
何
か
し
ら
の
心
に
余

裕
を
感
じ
き
た
年
齢
と
な
り
、
自
然

に
参
加
出
来
る
心
境
に
辿
り
着
い
た

方
々
の
集
ま
り
で
良
い
の
で
す
。

　
こ
れ
迄
の
人
生
が
知
恵
の
宝
庫
で

あ
り
、
懐
か
し
い
と
い
う
、
成
熟
度

の
高
い
豊
か
な
人
間
的
感
情
に
浸
る

事
が
出
来
る
唯
一
の
場
（
会
）
で
も

あ
り
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
パ
ワ
ー
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
感
じ
取
れ
る
会
と
致
し
ま
す
の

で
、
二
年
後
を
楽
し
み
に
し
て
い
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
時
に
は
万
障
繰
り

合
わ
せ
、
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
参
加

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
本
年
度
、
母
校
は
百
十
周
年
記
念

の
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
中
津
川

で
の
記
念
行
事
に
も
、
多
く
の
皆
様

の
ご
支
援
と
、
各
行
事
に
は
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

　「
リ
ニ
ア
開
通
」中
央
の
名
古
屋
の

地
で
合
同
同
窓
会
を
夢
見
て
！

　

　
母
校
も
創
立
百
十
周
年
、
一
世
紀

を
超
え
て
社
会
環
境
の
変
遷
も
大
き

か
っ
た
こ
の
時
代
、
多
く
の
卒
業
生

が
巣
立
ち
、
各
地
で
活
躍
し
社
会
に

大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま
さ

に
誇
れ
る
歴
史
で
す
。

　
故
郷
に
そ
し
て
母
校
に
愛
着
を
持

ち
、
そ
の
発
展
を
願
う
心
は
大
切
で

す
。
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
た
故
郷
と
、
歴
史
あ
る
母
校
は
同

窓
生
の
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
は

ず
で
す
。
母
校
へ
の
思
い
を
、
こ
の

節
目
の
年
を
契
機
に
新
た
に
深
め
て
、

記
念
の
年
に
行
わ
れ
る
一
連
の
行
事

な
ど
に
関
心
を
深
め
、
積
極
的
に
協

力
参
加
し
共
に
祝
い
ま
し
ょ
う
。

　
母
校
に
は
今
後
も
更
な
る
発
展
と

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
母
校
に

対
す
る
誇
り
あ
る
い
は
愛
着
が
強
く

あ
っ
て
こ
そ
、
同
窓
会
活
動
な
ど
へ

の
理
解
協
力
も
進
み
参
加
意
欲
も
増

す
も
の
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
た

め
に
は
母
校
の
活
躍
は
重
要
な
要
件

と
な
り
ま
す
。
関
係
の
皆
様
の
充
分

な
理
解
と
努
力
が
必
要
で
す
。
特
に

地
元
在
住
の
同
窓
生
の
皆
様
に
は

特
に
多
く
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

肝
心
の
地
元
に
お
い
て
母
校
が
尊

重
さ
れ
て
、
み
な
で
盛
り
立
て
よ

う
と
す
る
強
い
意
識
が
あ
っ
て
こ

そ
、
母
校
の
発
展
と
地
元
の
発
展

が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
関
西
旭
陵
会
で
は
、
平
成
二
十

七
年
度
の
行
事
と
し
て
、
百
十
周

年
記
念
行
事
の
意
味
を
込
め
た「
歴

史
散
策
会
」
を
開
催
す
る
予
定
で

準
備
中
で
す
。
追
っ
て
計
画
詳
細

を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
が
、
一
人

で
も
多
く
の
方
々
に
参
加
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
現

在
事
情
に
よ
り
一
時
休
眠
中
の
当

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
、
こ
れ
を
機

会
に
一
新
し
、
ま
す
ま
す
深
化
す

る
ネ
ッ
ト
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
同

窓
会
活
動
の
運
営
の
在
り
方
も
考

慮
し
て
、
新
た
な
内
容
で
再
開
す

る
予
定
で
す
。
関
係
の
皆
様
の
ご

理
解
と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

↑校歌斉唱
　昨年の名古屋地区会にて

　講演される舟橋龍秀氏
　　　　　　（21回生）→
　　「認知症を知る」

平
成
二
十
六
年
度

中
津
高
校
定
時
制

　
　
　
総
会
を
開
く

平
成
二
十
六
年
度

在
校
生
も
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

言
葉
を
決
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
具
体
的
に
は
同
窓
会
長
、
同
窓
会

長
経
験
者
、
旧
職
員
代
表
な
ど
か
ら
な

る
小
委
員
会
を
設
置
し
話
し
合
い
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
百
十
周
年
記
念
事
業
も

近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ど
う
か

皆
様
方
の
ご
協
力
が
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
度
定
時
制
同
窓
会
総
会

が
七
月
十
九
日（
土
）開
か
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
学
校
関
係
を
含
め
十
八
名
。

　
議
事
の
中
で
副
会
長
に
鵜
飼
俊
之
さ
ん

の
就
任
が
決
定
。
次
回
総
会
は
平
成
二
十

七
年
七
月
十
八
日（
土
）午
前
十
一
時
と
決
定
。

　「
定
時
制
部
活
動
を
応
援
す
る
会
」に
つ

い
て
、
中
嶋
副
校
長
よ
り
、
同
窓
会
と
楽
団

『
是
よ
り
木
曽
路
』か
ら
の
寄
付
金
八
万
円

が
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
全
国
大
会
出
場
な

ど
に
活
用
さ
れ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
平
成
二
十
六
年
度
同
窓
会
総
会
が
去
る
平
成
二
十
六
年
五
月
十
日
（
土
）

に
中
津
川
商
工
会
議
所
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
五

年
度
活
動
報
告
、
各
支
部
報
告
、
決
算
報
告
、
二
十
六
年
度
予
算
案
の
承
認
、

旭
陵
留
学
説
明
な
ど
が
議
題
と
し
て
提
案
さ
れ
、
無
事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

〈平成27年度同窓会総会開催日程〉

平成27年5月9日（土）午後5時より（予定）

2014年関東OB会総会・懇親会で乾杯する青山中津川市長

2014年関西旭陵会総会で記念写真

平成26年度中津高校定時制同窓会総会記念・星ヶ見荘

平成26年度中津高校同窓会総会
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